かく 気 を 配る のが 面倒く さいので、 単に 調子の 方 だけ 

を 重く 見て 書いて いる。 言い かえれば、 舞台の 上での 

エロ キュ ー シ ヨン は 頭に 入れないで、 単に、 読む 上の 

調子と 云う もの だけ を 重んじて いる。 然し これ は 作者 

として 用意が たりない こと は 十分 心得て はいるが。 

右に 述べた ような ことがらの 当然の 帰結と して、 僕 

は いわゆる レ— ゼ • ドラマ、 なる ものの 存在 を 肯定す 

る。 一体 レ —ゼ. ドラマなる もの は、 その 時代の 舞台 

なり 俳優な りの 技倆な リ 観客の 観賞 眼な リを 基礎と し 

てし かなりた たない 言葉で あるから、 以上 三者の 大革 



得る。 だから 戯曲 を かくと すれば、 舞台に のぼる かの 

ぼらない か は 問題と しないで、 小説と 同じように 読者 

に 提供して いい 訳ではないだろう か。 

僕 は 今まで、 現代劇ば かり を、 と 云っても 五つ 程し 

か 書かない が、 史劇に 筆 を そめた ことが なく 現代劇ば 

かり を 書いて 来た。 史劇 を 書きたくない こと はないけ 

れど、 前 云った ように、 戯曲 を 書く に は、 一 つの コン 

クリ ） ^な は つ きりした ィメ ー ジが 必要で あるから、 

歴史 ものに 対して は、 まだ 中 々入り 得られない。 詳し 

く 云えば、 作 中の 事^と 人物と 心理と は、 はっきり 頭 
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